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俯瞰的に捉える力
〔他言語で記述すること
による客観視〕

研究活動についての論証
の過程を他言語に翻訳す
ることができ、自己の思
考の筋道を客観視でき、
説明できる。

研究活動についての論証
の過程を他言語に翻訳す
ることができ、自己の思
考の筋道の存在に気付く
ことができる。

研究活動についての論証
の過程を他言語に翻訳す
ることができるが、自己
の思考の筋道の存在に気
付けない。

研究活動についての論証
の過程を他言語に翻訳す
ることができない。

俯瞰的に捉える力
〔研究の全体の中での位
置付け〕

自分達の研究活動に関連
する研究報告書を理解
し、相互に関連付けるこ
とで、自己の研究活動の
位置付けができる。

自分達の研究活動に関連
する研究報告書を理解
し、相互に関連付けるこ
とができる。

自分達の研究活動に関連
する研究報告書を理解す
ることができるが、相互
に関連付けることができ
ない。

自分達の研究活動に関連
する研究報告書を理解す
ることができない。

知
識
・
技
能

概念化された知識

知識が相互に関連付けら
れ体系化されたネット
ワークが、個々の知識と
同じくらい重要になって
いる。

知識が相互に関連付けら
れ体系化されたネット
ワークをなすが、個々の
知識の重要さの方が大き
い。

知識が相互に関連付けら
れているが、体系化され
ていない。

知識が相互に関連付けら
れていない。

表現力・対話力

聞き手に研究内容や結果
を届けることができ、発
表内容について関連する
研究をしたいという動機
を与えることができる。

聞き手に研究内容や結果
を届けることができ、発
表内容について興味関心
を持たせることができ
る。

聞き手に研究内容や結果
を届けることができる
が、発表内容について興
味関心を持たせることが
できない。

聞き手に研究内容や結果
を届けられず、発表内容
について興味関心を持た
せることができない。

英語コミュニケーション
力

発表原稿がなくても、聞
き手に研究内容や結果を
届けることができ、質疑
応答することができる。

発表原稿がなくても、聞
き手に研究内容や結果を
届けることができるが、
質疑応答はできない。

発表原稿があれば、聞き
手に研究内容や結果を届
けることができる。

発表原稿があっても、聞
き手に研究内容や結果を
届けることができない。
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研究分野

（1.数学/2.物理/3.化学/4.生物/5.共創）
氏名
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３つ
の柱

観　　点

授業や課外活動のど
んな学習場面で身に
付いたと思うか？

（自由記述）
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